


                                                                                                                     様式２ 

 

国立大学法人滋賀医科大学の中期目標（又は中期計画）新旧対照表 

 

現  行 変 更 案 変更理由 

Ⅰ 教育研究の質の向上に関する目標を達成するた

めにとるべき措置 

２ 教育に関する目標を達成するための措置 

３．看護学科では、看護OSCE（Objective Str

uctured Clinical Examination）の導入を

含めたカリキュラムの改善により学部教育

を充実させるとともに、研究発信力や先進

的看護ケアサービスを支える確かな専門知

識と看護技術をもつ人材育成を目指して、

大学院教育の高度化を図り、科学的視点と

優れた実践力を備えた看護師、助産師、保

健師を養成する。 

評価指標 

③修士課程大学院生（在学中
および修士課程修了後２年以内
まで含む）の研究成果の公表率
「修士課程大学院生（在学中お
よび修士課程修了後２年以内ま
で含む）の研究成果の公表率を
６年間平均75％以上とする」 

 

 

 

 

 

Ⅰ 教育研究の質の向上に関する目標を達成する

ためにとるべき措置 

２ 教育に関する目標を達成するための措置 

３．看護学科では、看護OSCE（Objective Str

uctured Clinical Examination）の導入を

含めたカリキュラムの改善により学部教育

を充実させるとともに、研究発信力や先進

的看護ケアサービスを支える確かな専門知

識と看護技術をもつ人材育成を目指して、

大学院教育の高度化を図り、科学的視点と

優れた実践力を備えた看護師、助産師、保

健師を養成する。 

評価指標 

③修士課程・博士前期課程大
学院生（在学中および修士課程
・博士前期課程修了後２年以内
まで含む）の研究成果の公表率
「修士課程・博士前期課程大学
院生（在学中および修士課程・
博士前期課程修了後２年以内ま
で含む）の研究成果の公表率を
６年間平均75％以上とする」 

 

 

 

 

 

 

 

医学系研究科における看護学専攻博士後期課

程の設置による記載方法の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表 学部、研究科等及び収容定員 

 

学部 

医学部 870人 
 
（収容定員の総数） 

870人 

研究科等 

医学系研究科 161人 
 
（収容定員の総数） 

修士課程  32人 
博士課程 129人 

 

別表 学部、研究科等及び収容定員 

 

学部 

医学部 875人 
 
（収容定員の総数） 

875人 

研究科等 

医学系研究科 161人 
 
（収容定員の総数） 

修士課程・博士前期課程 32人 
博士後期課程 9人 
一貫制博士課程 120人 

 

 

 

令和７年度までの期間を付した地域の医師確

保等の観点からの医学部入学定員の暫定増に

伴う収容定員の変更 

 

医学系研究科における看護学専攻博士後期課

程の設置による記載方法の変更 

                                                          滋賀医科大学－１ 

（備考） 

１．中期目標、中期計画共に変更する場合は、それぞれ別葉で作成してください。 

２．変更する箇所（現行、変更案両方）にアンダーラインを引いてください。  

３．変更理由欄には、単に変更を行うことを記載するのではなく、変更が必要となる理由を明確に記載してください。 

  なお、重要な財産を譲渡し、又は担保に供するための変更については、国立大学法人等の業務運営上支障がない旨及びその理由を記載した上で、

財産を譲渡する理由について簡潔に記載してください。 

４．変更のない項目については記載の必要はありません。 

５．様式は、Ａ４横の用紙に横書きとしてください。 

６．提出時には（備考）以下は削除の上、提出してください。 
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